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提携支援センターから

京都で「純国産絹製品企画展」を開催

「日本の繭・生糸でつくった純国産絹製品、

今や貴重な存在となってしまった日本の繭・生

糸！」のキャッチフレーズで京都において開催

した「純国産絹製品企画展」について報告しま

す。

なお、本展示会は、（財）大日本蚕糸会蚕糸・

絹業提携支援センター（以下「提携支援センタ

ー」という。）が実施している蚕糸・絹業提携

支援緊急対策事業の一環として、（社）日本絹

業協会（以下「絹業協会」という。）が開催し

たものです。

開催趣旨
きものの愛好家が日本一の密度で存在す

る、きもの文化の中心、京都において、繭、
生糸から織、染まで全て純粋の国産品であ
る純国産絹製品の初めての展示会を行いま
した。

本展示会は、京都を中心とした関西在住の
消費者へアピールとするものですが、併せて、
小売店、絹織物問屋等関係者に対する提案訴
求を目的として、純国産絹製品の希少価値の
認識の向上にも役立てるものです。

財団法人  大日本蚕糸会
蚕糸・絹業提携支援センター
システムクリ－エーター　　宮下　昌則

写真 1　純国産絹製品企画展の会場風景
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京都で開催した理由は、京都が消費者の
絹やきものに対する感性が日本で一番豊で
あると思われるからです。また、今後参入
が期待される提携グループの中心企業や純
国産絹マークの許諾企業は、京都を中心と
した関西地方の製織、染色、問屋、小売の
関係者が多いと考えられるからです。

日時及び会場                                     
平成21年５月31日（日）～６月３日（水）

に、京都産業会館４Ｆ展示場（京都市下京
区四条通烏丸）にて開催しました。

出展企業及び製品の特徴
出展企業は 18 社でした。純国産絹製品

の製造販売を行う「蚕糸・絹業提携グルー
プ」又は「純国産絹マーク」の使用許諾者
ですが、
・各社の代表的製品を展示しました。　
・国産繭・生糸の希少性とともに、どこに
国産の良さがでているかを簡潔に明示  
し、アピールしました（染色性が良い、
風合いが良いなど）。

・「純国産絹マーク」には、製品の生産履歴
を示しました。

絹業協会で用意した「出展目録」の他に、
各社はそれぞれの製品の特徴を簡潔に記述
した「製品説明パネル」に加え独自のパン
フレット・写真や蚕児、繭、天蚕繭、生糸
などを展示して入場者にアピールしまし
た。幾つかの社は、専門の説明員を待機さ
せ詳しく製品の説明を行い好評でした。
申込順に、各社の特徴を記述します。

・㈱高島屋―振り袖、長襦袢。那須南の繭
から始まる提携のプライベートブランド。

・㈱千總―振り袖、訪問着他。徹底した飼
育管理による優良繭。提携による製品。

・㈱伊と幸―絵羽付柄、色無地他。蚕品種
「松岡姫」「上州絹星」による製品。

・㈱銀座もとじ―大島紬、小紋他。蚕品
種「プラチナボーイ」による男物きもの。

・（有）ミラノリブ―絹ニットスーツ、シ
ョール他。繭染め、上州座繰りによる洋
装製品。

・門倉メリヤス㈱―絹ニットコート、ス
トール他。太繊度蚕品種「蚕太」による
洋装製品。

・㈱丸上―色無地、染帯。茨城産繭、21
ｄ生糸、小売店のニーズに応じた柄出し。

・絹小沢㈱―白生地、胴裏。群馬県の多様
な蚕品種とトルマリン加工等による製品。

・山音㈱―三越、駒絽。群馬県の繭に水撚
り、先練りの技術を駆使した製品。

・㈱丸万中尾―江戸小紋、訪問着他。繭、
諏訪式座繰り、製織設計、染色の工夫。

・㈱小倉商店―結城紬。蚕品種「朝・日×
東・海」を 10年かけて開発した独自製品。

・㈱桝屋高尾―帯。正倉院の帯を再現。蚕
品種「新小石丸」による手織りの製品。

・㈱織匠田歌―訪問着、帯。座繰り（生繭
繰糸）、袋練りした絹糸による提携の製品。

・㈱織匠小平―帯。ロット管理した福島の
繭、工夫した製糸、製織による紋つづれ帯。

・（有）織道楽塩野屋―絣、帯他。京都府
の色繭蚕品種「都浅黄・黄白」。生繭繰糸。

・㈱三越―白無垢一式、裾付他。細繊度蚕
品種「三煌」。創立 335 年にちなんだ柄。



・綾の手紬染織工房―先染着尺、ショー
ル他。蚕品種「小石丸」を座繰り。草木
染め。

・田中種㈱―江戸小紋。極小紋型・伊勢型
による極型小紋。提携技術による製品。
（各社の「製品説明パネル」から筆者が
まとめました。）      

パブリシティ及び入場者
展示会のパブリシティ（広報）は、４

月末に京都織物卸商業組合の定期送付物に
案内状を同封して組合員に案内しました。
更に、５月 27 日（水）に京都商工会議所
の記者クラブでレクをしました（19 社分
の資料を配布）。その結果、地元京都新聞
（H21.5.29）に記事になりました。５月 31
日（日）を中心に切り抜きを持った来場者
（きもの愛好の婦人、夫婦）が見られました。
 同じく 27 日（水）及び 31 日（日）に

専門紙８社にレクをしました。その結果、
会期前（染織文庫 H21.5.25、京都新聞Ｈ
21.5.29、日本繊維新聞H21.5.29、きもの
ねっとＨ 21.5 号）及び会期中・後（日本

農業新聞H21.6.1、織研新聞Ｈ 21.6.1、染
織新報 H21.6.6、Ｆ通信 H21.6.9、日本繊
維新聞 H21.6.10、染織文庫 H21.6.10、日
本繊維新聞 H21.6.15）に記事になりまし
た。

当会場が京都の中心地にあり、大阪から
小１時間程で来られるアクセスの良さから
会期中４日間で 600 人程度の入場者がみ
られました。一般入場者の中には、主に洋
装（シルクニット）ですが値段はいくらか、
どうやったら入手できるかと質問する方も
あり、それぞれ連絡先を案内しました。
また、同時開催となった裏生地・染潰問

屋主催の「京都商談会」等に来場した前売
問屋、呉服店、デパート等の担当者が来場
しました（相乗効果が見られました）。

むすび
「純国産絹製品企画展」を手探りで開催
できました。従来は、デパートの会場やジ
ャパンシルクセンターでの開催であり、そ
れなりのパブリシティやチラシの配布が会
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写真 3　受付写真２　純国産絹製品企画展での打合せ風景
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場側の方でなされるが、今回は広報を含め
全て自前で行わざるを得ませんでした。こ
れからは、より成果を上げるため、展示会
企画、ニュースレターの作成、リーフレッ
トの作成などで広告代理店の手助けを借り
るなどを検討する必要があると考えます。

本展示会を開催・終了できましたのは、
ひとえに、会場設営、記者レクの手配、会
場運営等に協力して頂いた京都織物卸商業
組合、西陣織工業組合、（社）京都産業会館、
出展企業、会場企画設営会社、新聞記者等
の関係各位のお陰です。あらためて深く感
謝申し上げます。

写真 4　会場全景
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支援センター活動日誌№７（H21.5.1 ～ H21.6.30）

年月日 活　動　内　容　等

21.5.12
（社）日本絹業協会による純国産絹マーク審査委員会
（東京都有楽町　蚕糸会館）

21.5.21
蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業説明会
（福島）

21.5.27
「純国産絹製品企画展」（H21.5.31 ～ 6.3 於：京都産業会館）に係る記者発表
（京都）

21.5.31
～ 21.6.3

「純国産絹製品企画展」（京都産業会館）の実施及び支援
（京都）

21.6.3
全国製糸連絡協議会総会にて蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業の説明
（東京都有楽町　蚕糸会館）

和装のメッカ京都で純国産絹製品をアピール
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提携支援センターから

純国産絹マーク使用許諾について（平成 21年度第１次分）

純国産絹マークの平成 21 年度第１回審査会を５月 12 日（火）に開催しました。今回、
18社（うち、生産履歴の追加申請が７社、表示責任者の変更が１社）から申請があり、審
査委員会で審査した結果、下記のとおり 18 社に対し、５月 22 日（金）付けで純国産絹マ
ーク使用許諾する旨を通知しました。
この審査会は、本年 2月 2日の第 4回開催に次ぐもので、この結果、これ迄の純国産絹マ

ーク使用許諾者は合計 66社となります。（本誌 P.41 ～ 42 の許諾者一覧参照）

社団法人　日本絹業協会

純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象 
数量

生産履歴の内容
（提携養蚕農家・企業等）

株式会社岩田
代表者名  村田　知之
京都市中京区姉小路通烏丸西入
柿本町 417 番地
（担当者：村田知之）
℡ 075-221-0966

表示者登録番号 ０５６

帯 100 本 蚕品種　あけぼの　　　　　　
繭生産 　 JA 野村町管内養蚕農家
製　糸 　（株）野村町地域振興センター
染織・製織 勝山織物（株）

有限会社神原呉服店
代表者名　神原　和久
千葉県銚子市双葉町 4番地 37 号
（担当者：神原和久）
℡ 0479-25-0111

表示者登録番号 ０５７

後染反物
 （色無地） 30 反

繭生産　茨城県南地区養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　三共織物㈱
染　色　小林染工房又は（株）菱健
制作企画（株）丸上　         
意　匠　自社

浅山織物株式会社
代表者名  浅山　寿栄男
京都市北区大宮東総門口町 13 番地
（担当者：浅山寿栄男）
℡ 075-493-0111

表示者登録番号 ０５８ 

帯 120 本 企　画　丸八生糸（株）　　　　
繭生産　JA碓氷安中管内養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
染　色　にしき染色（株）
製　織　自社

株式会社やまと
代表者名  矢嶋　孝敏
東京都渋谷区千駄ヶ谷 5丁目 27 番　3号
 （担当者：矢嶋孝敏）
℡ 03-3356-2171

表示者登録番号 ０５９

帯 60 本 繭生産　群馬県太田市養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
染　色　今江染色
製　織 　（有）織匠小平

田中種株式会社            　
代表者名 田中　隆
大阪市中央区南本町 2-1-8　
創建本町 ビル 3Ｆ
（担当者：田中　隆）
℡ 06-6261-2091

表示者登録番号 ０６０

後染反物
（小紋） 68反

繭生産 　JA 碓氷安中管内養蚕農家　
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　南久ちりめん（株）
染　色　高田勝（株）
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純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象 
数量

生産履歴の内容
（提携養蚕農家・企業等）

株式会社京扇
代表者名  鈴木　康裕
東京都中央区東日本橋 3-6-6
（担当者：鈴木康裕）
℡ 03-3249-6001

表示者登録番号 ０６１

後染反物
（色無地） 60反

繭生産　茨城県南地区養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　三共織物（株）
染　色　小林染工房、（株）菱健、

 （株）菊堅染工
制作企画（株）丸上
意　匠　自社

株式会社なごみや
代表者名  松本　成央
横浜市都築区中川中央 1-21-16
（担当者：松本成央）
℡ 045-900-5466

  表示者登録番号 ０６２

後染反物
（色無地） 30反

繭生産 　茨城県南地区養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　三共織物（株）
染　色　小林染工房又は（株）菱健
制作企画（株）丸上　
意　匠　自社

丸池藤井株式会社
代表者名  藤井　博夫
京都市中京区室町通蛸薬師下ル山伏山町 540
（担当者：藤井博夫）
℡ 075-223-8001

表示者登録番号０６３

後染反物
（色無地）
八掛

45 反
30 枚

企　画　丹後生糸（株）
蚕品種　新小石丸
繭生産　群馬県安中市養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　吉村機業（株）
染　色　富宏染工（株）

久保商事株式会社
代表者名  久保　善昭
京都市中京区堀川通蛸薬師上ル
金屋町 776 番地
（担当者：久保善昭）
℡ 075-841-0111

表示者登録番号０６４

和装小物
（帯揚）
（半衿）

500 枚
500 枚

繭生産　群馬県安中市養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　（株）一色ﾃｷｽﾀｲﾙ
染　色　（株）ｱｵｷｻｲｴﾝ、無し
刺　繍　（有）岩滝織物、無し

加賀グンゼ株式会社
代表者名  松井　慎一郎
石川県小松市島町ヲ 1
（担当者：松井慎一郎）
℡ 0761-44-5841

表示者登録番号０６５

胴裏地 145 疋 企　画　（株）千總
繭生産　岩手県北部養蚕農家
製　糸　松岡（株）
製　織　自社

千切屋株式会社
代表者名  熊谷　喜治
京都市中京区高倉通三条下る
丸屋町 160 番地
（担当者：熊谷喜治）
℡ 075-221-1151

表示者登録番号０６６

後染反物
（訪問着）
（付下）
帯

57 反
14 反
20 本

繭生産　宮城県南部養蚕農家
製　糸　松岡（株）
製　織　三共織物（株）
染色加工 自社　

（生産履歴の追加）
株式会社千總
代表者名  西村　總左衛門
京都市中京区三条通烏丸西入る
（担当者：俵武司）
℡ 075-211-2531

表示者登録番号００１

後染反物
（振袖）

（色無地・訪問着
・付下）
胴裏地

650 反
770 反

250 枚

繭生産　宮城県北部又は南部養蚕農家
岩手県又は青森県八戸市養蚕
農家

製　糸　松岡（株）
製　織　美雲織物（株）、（株）松浦絹織

又は（株）竹林、加賀グンゼ（株）
染色加工 自社

（生産履歴の追加）
株式会社さが美
代表者名  小野山　晴夫
横浜市港南区下永谷 6丁目 2番 11 号
（担当者：小野山晴夫）
℡ 045-820-6000

表示者登録番号０３１

後染反物
（色無地） 350 反

繭生産　群馬県太田市養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　河芳織物（有）
染　色　（株）橘一
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純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象 
数量

生産履歴の内容
（提携養蚕農家・企業等）

（生産履歴の追加）
株式会社丸上
代表者名  上達　征次
東京都中央区日本橋久松町四番十四号
（担当者：斉藤清二）
℡ 03-3662-4416

表示者登録番号００４

後染反物
（色無地・小紋
・付下）
（黒紋付）

50 反

50 反

繭生産　茨城県南地区養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　三共織物（株）
染　色　小林染工房、（株）菱健、

（株）路考又はきもの和楽
意　匠　自社

（生産履歴の追加）
株式会社丸万中尾
代表者名  中尾　禧夫
滋賀県長浜市室町 180 番地
（担当者）中尾禧夫
℡ 0749-62-1660

表示者登録番号０２８

後染反物
（江戸小紋・
色無地）
後染反物
（変一越）

340 反

190 反

蚕品種　春嶺×鐘月又はぐんま 200
繭生産　JA上伊那又は JA碓氷安中管内
　　　　養蚕農家
製　糸　（株）宮坂製糸所又は碓氷製糸農協
製　織　織処丸重、南久ちりめん（株）

又は小林商店
染　色　（株）一会、柏田屋（株）

又は啓明商事
（生産履歴の追加）
株式会社伊と幸
代表者名  伊藤　公一
京都市中京区御池通室町東入ル竜池町
448 番地の 2
（担当者：伊藤公一）
℡ 075-211-2361

表示者登録番号０３５

白生地 630 反 企　画　自社
蚕品種　松岡姫、上州絹星
繭生産　山形県・秋田県・群馬県養蚕農家
製　糸　松岡（株）、碓氷製糸農協

又は（株）宮坂製糸所
製　織　河芳織物（有）、羽賀恒明、

白数織物（有）又は織処丸重

（生産履歴の追加）
株式会社銀座もとじ
代表者名  泉二　弘明
東京都中央区銀座 4-8-12
コチワビル３階
（担当者：遣田恵美）
℡ 03-5524-3222

表示者登録番号０１１

白生地
後染反物

先染反物（大島紬）
染織作家製品

108 反
150 反
17 反
2反

蚕品種　プラチナボーイ
繭生産　千葉県養蚕農家、茨城県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　芋田織物、江口機業（株）、

樋口（株）、田勇機業（株）
染織作家　織楽浅野、山岸幸一

（表示責任者の変更、生産履歴の追加）
日本蚕糸絹業開発協同組合
代表者名  小林　幸夫
群馬県高崎市問屋町 3-5-3
（担当者：土井芳文）
℡ 027-361-2377

表示者登録番号０２１

（表示責任者絹小沢株式会社を
　　日本蚕糸絹業開発協同組合に変更）

胴裏
長襦袢地
八掛

800 枚
300 反
500 枚

蚕品種　世紀二一
繭生産　安中市、群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　坪金工業（株）、（有）長島織物、

番國（株）、渡辺絹織物
精練加工 （有）江島屋染工場
染加工　（有）今井整理
加　工　キヌテック（株）
企　画　絹小沢（株）
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提携支援センターから
〈純国産絹マークの仕掛け人は語る　①〉

純国産きものは、織り、染め等
きもの技術で差別化を図る

　株式会社　丸上
　販売部長　齋藤清二さん

今、純国産絹マークは 66社（平成 21年 6月
23 日現在）承認されています。それぞれは、そ
の中心となる企業等により本マークを適正かつ
管理されています。今回は、自ら純国産絹マー
クの使用許諾を得つつ、きもの問屋部門の立場
から傘下の小売店に同マーク取得のコーディネ
ートしているキーパーソンにお話を伺った。

「もともと、地元の繭できものを作り、そ
れを地元で販売したいと福島県のきもの小売
店からの要望があり、「地産地消」からのス
タートでした。」といわれる㈱丸上の販売部
長齋藤部長さん。
高島屋デパートが、オリジナル商品を国産

繭で作り販売していた実績から、㈱丸上でも
生産履歴の明らかな商品作りをしたいと（社）
日本絹業協会に相談。「純国産絹マーク」を知
り、申請することとしたのが発端といいます。
当初、JA 土浦管内の繭を使用し、土浦市

内の呉服店での販売でスタートしました。他
の業者のマーク申請と丸上の申請とは、異な
るところがあります。前売りから小売店まで
「㈱丸上」が担当。その他の蚕種・繭から染
色までの部門は、丸上と連携関係にある京都
の業者の役割としました。
「純国産絹製品」に魅力を感じていただい
た小売店を対象として、このマーク普及のグ

ループの一員として参加を推奨しており、こ
れからも参加される小売店は増えていくと考
えられています。

染め、織り等を重視した商品作り
丸上の純国産絹マークの考え方は、糸の挽

き方、織り方、組織の変化、染めの分野を広
めるなど「後加工に力を入れる」考えであり、
単に、国産繭・生糸の希少性を求めるもので
ないといいます。
「きものを購入していただくお客様は、「色
と柄」を選択の要素としていると考えるので、
これを優先し、これに優良な繭・糸の価値を
付加していく考えです」と齋藤部長さん。
特徴ある蚕品種に依存せず、「普通蚕品種

の繭」を安定的に継続性のある事業の構築を
目指したものといえます。
同社は、東京・堀留の呉服前売問屋の老舗。

「きものの流通機能」を主とし、きものが集ま
る京都等の集散地問屋からきものを購入、小
売店に販売を行います。消費者に近い問屋で
す。
今、全国 20数県の小売店とのお付き合い

があり、それぞれの地域オリジナル商品（き
もの）の提供が必要となっています。

多彩な丸上のきもの
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対面販売で消費者に純国産絹マークの説明と
理解を
純国産絹マークについては、現状の認知

度としては、「本場大島紬」ラベルの域には、
届いていないと考えられています。でも、き
ものは対話で販売する商品であるだけに、「純
国産絹マーク」を説明しながら、販売できる
メリットはあります。「このマークの説明を
しながら、お客様とお話ができることは大変
必要なこと」と齋藤部長は話されました。
ただし、課題もあります。「純国産絹マーク」

の申請を小売店それぞれが行うことは、申請
の事務に慣れていない方々ばかりで大変なこ
と。㈱丸上としては、この小売店との連携を
強めることと事務的な支援を行うことを行う
こととしました。
同社では、純国産絹マークを添付すること

により、「きものを高く売る」ことを目的に
していません。前述したとおり、小売店の従
業員の皆さんが、このマークの説明を行うこ
とによって、きものの「生産履歴」そして、
きもの普及の一助としたいと強調されていま
す。

今、世界的な不景気で、「きもの」の売れ
行きが冷え込んできているといわれていま
す。もともと、きものは、意匠や染め、織り
が同じ商品がたくさん売れるものではありま
せん。
同種のきものを全国の小売店などに分散し

て、消費者の皆さんに販売しています。この
ため、純国産絹マークに関しては、同社が一
元的に添付や在庫管理を行っています。

農家から機屋、小売店までの連携の強化を目
指す
純国産絹マークを付けたきものが流通し始

めると、販売している小売店の皆さんは、「養
蚕農家や製糸工場に行きたい」という意見が
多く聞こえるようになってきたといいます。
生産履歴の考えが浸透してきた結果と思えま
す。特に、稚蚕飼育や農家段階での蚕飼育や
上蔟に関心を持っているようです。
養蚕農家から機屋、そして小売店までの生

産履歴のはっきりとした一貫した流通が確立
すると「蚕糸・絹業提携システム」に移行す
る前段階となります。
今後、蚕糸・絹業提携システム移行への検

討が望まれています。
一方、今後のマークの手続きには、下記の

点を要望。「この純国産絹マークは、申請時
から添付、在庫管理まで厳格な手続きとなっ
ています。このため、間違った使用はされな
いと思います。ただ、純国産絹マークについ
てきちんとやってきたグループには、手続き
上、多少のメリットがあってもいいのでは」。
染め、織りの差別化を進め、全国の小売店

と連携して、事業推進を図ってきた齋藤部長
さん。今後の本マークの普及と純国産きもの
の販売拡大に期待いたします。

純国産絹マークについて大いに語る斎藤部長
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今月の話題

現在、横浜において『開国博Ｙ 150』が開

催されていますが、まさに 150 年前の 1859

年（安政６年）、横浜が開港されました。折し

も世界有数の養蚕国であったフランスとイタリ

アで蚕の病気が流行し、世界的に生糸不足が生

じていたことから、優良な日本の蚕種と生糸は

一躍重要な輸出品となり、群馬県はそれらの主

要な産地としての地位を築き、養蚕は本県畑作

地帯の基幹作目として県内各地で広く営まれる

こととなりました。

21世紀に入り産業構造や国際情勢がめまぐ

るしく変化する中で、生糸や絹製品の輸入増な

どに起因して養蚕農家や繭生産量の減少に歯止

めが掛からず、本県伝統産業である蚕糸業の存

続が危ぶまれています。

こうした状況下、国から平成 20年以降の蚕

糸対策（以下、「新蚕糸対策」という）が示さ

れましたが、群馬県では、この新蚕糸対策を積

極的に推進するための方策として「絹の郷シン

ポジウム＆現地見学会」を開催しましたので、

その催事概要を紹介します。

新蚕糸対策推進方策の手掛かり
ご案内のとおり、新蚕糸対策は蚕糸・絹

業双方の発展を図る観点から養蚕、製糸、
染織、流通、小売にかかわる事業者が提携
して、消費者に評価される純国産絹製品づ
くりを確立し、養蚕農家や製糸業者の経営
安定が図れる水準の繭代や生糸加工費が得
られる仕組みを作ろうとするものです。
この新蚕糸対策の推進方策を模索する中

で、とある絹業者から次のような話を耳に
しました。その内容は、（蚕糸・絹業者の
ご批判を受けることを覚悟の上で、乱暴な
言い方をしますと）①川上（養蚕農家、製
糸業者）は、生糸・絹実需者が求める繭・
生糸を生産していないし、実需者ニーズを

群馬県農政部蚕糸園芸課
主　幹　　岡　喜久男

「絹の郷
くに

シンポジウム＆現地見学会」を開催

写真 1　「養蚕農家見学」
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把握する努力をしていない。さらに、品質
も外国産に比べ劣るうえ価格が高い。②川
下（製織・流通・小売業者等）は、安さば
かりを追求し、国産繭・生糸の特長や日本
の蚕糸業の現状をあまりにも知らなさすぎ
る。と云うものでした。
前述の話には、それぞれの言い分もあろ

うかと思いますが、「絹の郷」を標榜する
群馬では、純国産絹製品づくり促進に向け
た川上と川下とのビジネスマッチングする
機会として、「絹の郷シンポジウム＆現地
見学会」を企画しました。
なお、第１回は、昨年５月に全国の染織

工芸家らを対象に開催。第２回目となる今
年は西陣・丹後・長浜・桐生をはじめとす
る全国の織物産地及び絹製品流通・小売業
者へと範囲を拡大したものです。

第２回「絹の郷シンポジウム＆現地見学会」
今回の「絹の郷シンポジウム＆現地見学

会」は、５月 29日（金）、群馬県庁ビジタ
ーセンターで始まり、30 日（土）には蚕
の飼育及び生糸加工現場、そして、世界遺
産登録を目指す富岡製糸場を巡る現地見学
会を実施。その後、蚕糸・絹業提携グルー
プ形成情報交換会を行いました。また、関
連企画として、31 日（日）に希望者を対
象に上州座繰り講習も開催しました。
シンポジウムの冒頭、茂原璋男群馬県副

知事から「県が推進する富岡製糸場の世界
遺産登録運動は日本の絹文化を残す意味で
有意義な仕事。全国の絹業者と手を携えて
蚕糸絹業をしっかり守っていきたい」と歓

迎のあいさつがあり、髙木大日本蚕糸会会
頭理事からは「新蚕糸対策がスタートして
約１年半が経過、純国産絹マーク使用許諾
を受けた業者は 66 社、絹製品については
147 品目になった」など新蚕糸対策の進捗
状況が説明され、純国産絹製品づくりによ
る新しい価値の創造に向けての協力依頼が
ありました。
なお、参加者は、北は岩手県から南は沖

縄県に至る製織・流通小売業者ら 100 名
余りで、『純国産絹製品づくりによる新し
い価値の創造』をテーマに熱の帯びた議論
や交流が行われ、現地見学を通じて養蚕・
製糸現場への理解を深めるとともに、蚕糸・
絹業提携グループ形成に向けて情報提供や
絹業者のニーズをリサーチすることができ
ました。

新蚕糸対策をめぐるさまざまな意見
基調講演を行った、京都市の糸商である

（株）深田商店の専務取締役・深田祥二氏は、
「新蚕糸対策のスタートにより国産糸の販
売促進の形ができたが、一定量以上の繭生

写真 2　「髙木会頭あいさつ」
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産量をキープしないと産業として残すこと
ができず、先ずは普通蚕品種で品質の安定
化に取り組むべき」と提言。
また、京友禅の老舗である（株）千總友

仙工場代表取締役・俵武司氏は、養蚕農家
から製糸、機屋、染色加工と一貫した提携
グループづくりのエピソードを紹介し、「共
存共栄の理念を掲げてルールブックを作り
上げ、２年後には万全な形で提携グループ
を船出したい」と語られました。

これに続き、「差別化できる純国産絹製
品の製造・販売」をテーマとし、コーディ
ネーターに上毛新聞社の藤井浩氏、パネラ
ーに楠由輝夫（ＪＡ前橋市）・髙村育也（碓
氷製糸農業協同組合）・深田祥二・俵武司・
草野洋一（（財）大日本蚕糸会）・狩野寿作（群
馬県農政部蚕糸園芸課）の各氏を迎えたパ
ネルディスカッションを実施。
髙村氏は「原料繭への支援が無くなれば

製糸経営は非常に厳しいと思っているが、
養蚕農家があるうちは励ましながら、（絹
業者の）要望に応じた様々な生糸を生産・
供給していきたい」と語り、俵氏は、「新

蚕糸対策は６年間で支援が無くなる。６年
間では短いし、繭価格保証の資金を計算
すると生半可な気持ちでは新蚕糸対策に取
り組めない。川下（絹業）の業者がどう思
っているのかをキッチリとリサーチしない
と群馬の蚕糸業は滅びる可能性がある」と
厳しく指摘。この発言を受けて、狩野氏は
「我々蚕糸業サイドも一層の話し合いをし
ないといけない。このシンポジウムが蚕糸
業を残すきっかけになれば」と意見を述べ、
また、草野氏は、「国産生糸は量的には国
産絹の 1/100 でしかない。消費者が求め
る織物づくり、生糸づくり、繭づくりがで
きるかである。５年間でやるべき課題は多
く、今は目標に向けた助走期間である」と
語られました。

自立した蚕糸業の構築に向けた諸施策
国内の養蚕・製糸業が産業として自立す

るために成すべきは何か。
群馬県は、蚕種製造から繭・生糸・絹の

生産を一貫して行える「絹の郷」で、この
機能を活かし蚕糸業の維持存続を図るべく

写真 3　「深田氏」 写真 4　「俵氏」

写真 5　「パネルディスカッション の様子」
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諸施策を講じてきました。
その主なものは、群馬オリジナル蚕品種

の育成・普及であり、「群馬の絹」のブラ
ンド化推進のため「ぐんまシルク」認定制
度を平成７年からスタートさせています。
また、「群馬の絹」活性化研究会（平成 12
年設立）などで、繭・生糸生産段階と絹業
者が「分断」している状況を改善すべく、
養蚕農家から染織業者、行政、一般消費者
を交えての交流会や、川上・川下の連携、「群
馬の絹」ＰＲ活動なども展開してきました。

昨今、遺伝子組み換えカイコについて国と
共同研究を行い、検査用試薬や蛍光絹糸の
実用化の目途がたち、新たな産業創出に期
待するところです。
なお、群馬県内の蚕糸・絹業提携グルー

プは、平成 20 年時点で３グループ。繭取
扱量は 30トンで県内繭生産量の 19％に該
当します。残り２か年間に全養蚕農家が提
携グループに移行することを、目下の最重
点課題として諸施策を講じる所存です。
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国内情報

はじめに
きもの市場は年々規模が縮小しており、技術伝承や後継者など、様々な問題が生じている。また、き

ものの製造から流通、小売に至る各工程は、他の産業に比べても非常に多段階になっているといわれて

います。この各工程に細分化されている製造・流通構造が、きもの市場の動向にどう関係しているか明

らかにするため、経済産業省 近畿経済産業局では、本年 3月に標記調査報告を取りまとめている。以下、

業界関係者の方々に参考に供したく、その内容を 3回に分けて紹介します。

絹織物の集散地を核とした和装繊維産業の
工程間連携に関する調査報告書から

経済産業省 近畿経済産業局
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国内情報

「きもの文化検定」は、「きもの」やきものにまつわる「歴史や文化」についての知識の習
得を通して、「きもの文化」への理解を深め、もっと「きもの」に親しんでいただくことを
目的としています。
本年度、第 4回目を迎え、新たに１級試験が実施されるとともに、昨年の 14 地区から、

新たに静岡地区が加わり、受験の利便性がましております。本年度の開催については、下記
の要領となっています。
多くの方々のご参加をお待ちしております。

10 月 18 日（日）、第 4回きもの文化検定が実施されます

級 程度・内容 試験方式 合格基準

５級 きものに関する一般常識の習得
公式教本Ⅰの中から 90％以上を出題

マークシート方式による四肢択一方式で
60分・100問以内（5級と4級は同一問題）５級は 60％以上の正解で合格

４級 きものに関する初級知識の取得
公式教本Ⅰの中から 90％以上を出題

マークシート方式による四肢択一方式で
60分・100問以内（5級と4級は同一問題）４級は 70％以上の正解で合格

３級 きものに関する中級知識の習得
公式教本Ⅰ・Ⅱの中から 90％以上を出題

マークシート方式による四肢択一方式で
90 分・100 問以内 70％以上の正解で合格

２級 きものに関する上級知識の習得
公式教本Ⅰ・Ⅱの中から 70％以上を出題

文言選択・記述方式で
90 分・100 問以内 70％以上の正解で合格

１級 きものに関する専門知識の習得
きものに関する全ての範囲から出題

文言（語彙）記述と文章記述方式で
90 分・100 問以内 70％以上の正解で合格

［試験要項］
検定内容

〔1級（専門知識の習得）は平成 21 年度より実施します。〕
 

受験課程 5・4級から受験し、合格をもって順次上位 級を受験していただきます。 
受験資格 学歴・年齢・性別・国籍は問いません。（但し、受験会場におもむき受験可能な方） 
併願受験 １．5・4級と 3級を併願し受験することができます。しかし、４級が不合格の場合は、得点にかかわらず
 　　3級の受験は無効となります。（但し、受験料は返却いたしません。） 
 ２．2級は、他級と併願受験することができません。既に、3級認定番号をお持ちの方のみが受験できます。 
 ３．1級は、他級と併願受験することができません。既に、2級認定番号をお持ちの方のみが受験できます。 
受験申込締切日
 受験申し込みは、平成 21 年 8月 31 日（月）（当日消印有効）までです。
合否結果の通知
 合格基準に基づき、合否結果を平成 21 年 12 月に通知するとともに合格者には ｢合格認定証 ｣を発行します。
 電話などでの合否結果のお問い合わせには応じられませんのでご了承ください。
試験日時 平成 21 年 10 月 18 日（日）
 ５・４級 １１：５０～１２：５０ 　　　試験（６０分）
 ２級  １１：５０～１３：２０ 　　　試験（９０分）
 １・ ３級 １４：００～１５：３０ 　　　試験（９０分）
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●受験地 ●受験会場 ●所在地

〔札　幌〕 北翔大学北方圏学術情報センター「ポルト」  札幌市中央区

〔仙　台〕 ハーネル仙台  仙台市青葉区

〔新　潟〕 新潟卸センター  新潟市東区

〔群　馬〕 群馬県職業能力開発協会・技能検定場  伊勢崎市宮子町

〔東　京〕 拓殖大学文京キャンパス  東京都文京区

〔金　沢〕 金沢市文化ホール  金沢市高岡町

〔静　岡〕 静岡大学静岡キャンパス  静岡市駿河区

〔名古屋〕 名古屋女子大学汐路学舎  名古屋市瑞穂区

〔京　都〕 立命館大学衣笠キャンパス  京都市北区

〔大　阪〕 関西大学千里山キャンパス  吹田市山手町

〔岡　山〕 岡山大学津島キャンパス  岡山市北区

〔高　松〕 サンメッセ香川  高松市林町

〔福　岡〕 福岡県中小企業振興センター  福岡市博多区

〔鹿児島〕 かごしま県民交流センター  鹿児島市山下町

〔沖　縄〕 那覇尚学院別館  那覇市泊

受験地と受験会場

※試験は希望の受験地で受けてください。
※受験会場は、応募状況などにより変わる場合もあります。
　受験票でお知らせします。

受験料（税込。　払込手数料はご負担ください。）
 5・4級（4,000 円）　　3級（5,000 円）　併願（5・4級と 3級）（ 9,000 円）　2級（8,000 円）1級（9,000 円）
 

 詳しいことは、下記のホームページに記載されていますので、ご覧ください。
 　http://www.kimono-kentei.com

 「きもの文化検定」事務局　　きもの文化検定事務センター
 〒 600-8009　京都市下京区四条通室町東入　京都産業会館５階
　 （社）全日本きもの振興会内（TEL.　075-221-2334）
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海外情報

ブラジルの蚕糸業は、ここ数年需給ギャ
ップに苦しんでいるさなかに、昨年後半の
世界的な不況のあおりを受け、厳しい状況
が続いています。繭は今蚕期約 5000 トン
にまで減り、残った製糸は老舗ブラタク社
と新参フジムラ社の 2社 3工場となりまし
た。両社ともコスト削減はもちろん、販売
にも工夫をこらし、お互いが切磋琢磨して
この難局を乗り切るべく鋭意努力を重ねて
います。ブラジルが大切にしている生糸・
撚糸の高品質を守りながら、低迷する生糸・
撚糸価格や為替の変動にどう合わせていく
かで、言わば苦闘の毎日です。ブラジルだ
けでなく本家中国でもこの 2年、繭が減産
していますが、そのために生糸生産が落ち
ても、世界の生糸需給はまだまだタイトに
なりません。経済の底は打ったと言われる
ものの、採算の合う販売に苦心するという
厳しいさが続いています。

弊社は 2005 年 8 月からフジムラ・ド・
ブラジル㈱としてカネボウシルク・ド・
ブラジル㈱を引き継ぎましたが、翌年の
2006 年 3 月にはコカマール社が製糸部門
の閉鎖に踏み切り、2 社 4 工場体制とな
り、2009 年 2 月ブラタク社ドアルチーナ
工場（旧グンゼ）が閉鎖になりました。ブ
ラジルの蚕糸業は、過去にない厳しさに直
面していますが、これには色々な要素があ
り、ブラジル進出以来の流れにそって生糸・
撚糸の販売不振と繭減産を中心にお話しま
す。

販売不振
2006 年 9 月、日本のタケウチ騒動は、

ブラジル側の輸出を大きく停滞させまし
た。この年の初めには、久々に瞬間的な仮
需が起こり、生糸・撚糸の価格も大幅に上
がり、数量的にもまとまって動いて、やっ
と上昇機運に乗り始めたという矢先でした
ので、非常に大きな影響を及ぼしました。

ブラジル蚕糸業の現況

フジムラ・ド・ブラジル株式会社
社　長　　坂  本　 雅
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弊社もブラジルで仕事を始めたばかりでし
たから、どん底から明かりが見えたと思っ
たら、あっという間に大変な環境になった
訳ですが、最初はそこまで深刻に考えてい
ませんでした。
当初、いかに大型店の倒産と言えど、1

社ですので、年末には回復するだろうと予
想していましたが 2007 年になっても回復
しないうちに、新興国「BRICS の台頭」と
持ち上げられたブラジル国の経済発展が急
速に進み、レアル（為替）が徐々に切りあ
がり、2.13 から 1.70 台へ突入して輸出産
業は一気に苦しい展開になりました。中国
が最大手の生糸生産国ですので、ブラジル
だけが為替の切り上げ分を価格転嫁は出来
ません。そこで国内販売に期待しましたが、
中国から織物はもちろん、生糸・撚糸まで
輸入する事態となり、内外ともに厳しい環
境になりました。
ただ、日本以外はまだまだ動きがありま

したので、その他の国でやっと息をつない
でいる状態でした。2008 年には、やっと
落ち着いて商売が進み始めたところに、9
月リーマンショックが起こり、その後の世
界的な不況の波が押し寄せ、またも輸出が
ストップする騒ぎになりました。為替は
1.56（7 月）から瞬間 2.50（12 月）まで
急落して輸出産業にとっては絶好のチャン
スが到来したものの、今度は日本側が「100
年に一度の不況」とのことで、買い気がま
ったく途絶えてしまいました。
2009 年に入っても商売が一時停止した

状況の中でアメリカの自動車産業政策の影

響か、レアルが強いというよりも一気にド
ルが弱くなり、この 5月 29 日 2.0 を再び
切って 1.92 までになっています。

繭減産（労働政策に起因）
視点を農業に移すと、ここ数年世界的

な天候異変が引き起こした穀物相場の高騰
は、アルコール原料の推進政策とあいま
って、またたくまに砂糖キビ・トウモロコ
シが人気作物になりました。牧場ですら砂
糖キビやトウモロコシ畑に転換する騒ぎに
なり、牧場が減った余波で豊富だった牛肉
が高騰するという皮肉な結果も生み出しま
した。また、世界で珍しい、鳥インフルエ
ンザの被害がない地域なので、南米ブラジ
ルに日本やロシアの商社が殺到し、鶏肉会
社が増えて、中には 1千人規模の工場を
作るものも現れる活況を呈しました。労働
者階級出身のルーラ大統領の「貧民層を救
う。」という公約は、政策として最低賃金
の大幅上昇につながり、2005 年に 260R$
から 300R$ に上がった連邦最低賃金は、
350R$・380・415R$ と毎年大幅に上昇し、
2009 年 2 月には、465R$ になっていま
す。ところがブラジル繭生産の 90% 以上
を占めるパラナ州の最低賃金はこの 5月で
ブラジル最高の 605R$ となりました。製
糸も含めて急速な上昇について行けない業
界は、地域で組合を作って、労働者側との
合意でこの金額を免除してもらい、連邦（国
の最低賃金）に準じているのが実情です。
このため、この数年来、農家の農村離れ

に拍車がかかり、特に歩合者を中心とした
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養蚕農家が、農村から街へ出るという大き
な流れを作りました。ブラジルでは、地主
と歩合者という制度があり、農作物の代金
をほぼ半々で分けます。その取り分を養蚕
農家は 13 で割ってみます。これは勤め人
が 12 ケ月分の給料と 1ヶ月のボーナスを
もらうからですが、例えば 1回 1200R$ の
平均繭代を地主と半分に分けて各 600R$。
それを夫婦 2人で分けた 300 Ｒ＄は 2005
年までは最低賃金よりも良かったものが、
相次ぐ最低賃金の高騰で、今では 2人で勤
めに出れば、楽に 1200R$ 以上になり、字
が読めなくても、多少の不安があっても家
族で街（都市部）に出たがるようになりま
した。企業が人を募集するには、ざっと
700-800R$ 以上となり、ちょうど日本で
言えば昭和 40 年前後の、労働者の農村部
から都市部への移行期に似ている状況でし
ょうか。
来伯当初、養蚕がカンナ（砂糖キビ）や

ミリオ（トウモロコシ）のような人気農作
物に負けて養蚕農家が減っているとばかり
思っていました。もちろんそれも原因の一
つですが、今では養蚕が減る一番大きな問
題は社会構造の変化だと考えるようになり
ました。最低賃金を日本円で考えると、こ
こ 3年で 1 万円から 2万 5 千円－ 3万円
以上になっていますので、上昇率で、これ
に勝る農産物はありません。国民全体では
6割といわれる貧困層の生活基盤が、農業
から工業へ大きく動いていると見るほうが
当たっています。
（注）：Ｒ＄はレアルのことである。

ブラジルの変化
2007 年には、「低く見積もっても受注残

が 2年はある。」と大手建設会社が豪語す
るほどの活況を呈し、カンナ（砂糖キビ）
工場や鶏肉工場等の建設ラッシュは、最後
にはニュースにならないほどでした。私ど
もの人口 4万人の小さな町でも建築ラッシ
ュになり、高給を求めて工場を自主的に辞
める人が出ました。 
これらも 2008 年後半には、キャンセル

が相次ぎ、今では完成しても支払い不能と
いう事態も起きて、一挙に景気が冷えてき
ました。2008 年年末には、ルーラ大統領
が「世界は不景気でもブラジルは大丈夫。」
と TVで「買い控え」をしないように呼び
かける一幕もありましたが、2009 年にな
ってやはりアメリカ経済低迷の影響を受け
てきました。それでも自動車販売が横ばい
なのはブラジルだけだと、健闘していると
評価する向きも多く、進出日系企業の間で
も、「日本は最悪。ブラジルよりまだ悪い。」
「こちらで頑張る方が良い。」という意見が
多いのも事実です。
そんな中、国内の絹業は、中国の輸入絹

織物に押されて苦戦しています。消費者の
財布が固くなり、購買意欲が減退して、急
に高いものに向わなくなったことも、日本
と似ています。そのため、同じものを作っ
ている機業は本当に厳しく、他社と違った
製品づくり、原糸の混紡による差別化、多
品種小ロットへの転換と進む道はさまざま
ですが、淘汰が厳しいことは明白です。
販売面でも、この 2 年、価格交渉の難



しさはもちろんですが、一旦決めても支払
いの分割や、延期の要請が多く、ブラジル
の絹業も川下までみな苦戦中です。そのた
め、はっきり中国から白生地を買い、それ
以降で勝負をしようとする機業も出てきま
した。

コスト増への不安（労働裁判と環境問題）
ブラジルの会社を経営する上で、日本

と異質なコストに労働裁判があります。会
社は、従業員を基本的にいつでも解雇でき
ますが、代わりに従業員は会社を訴えるこ
とが出来ます。詳細は省きますが、この裁
判の中身が大きく変わろうとしています。
2005 年に引き継いだものは、残業や、休
日がもらえなかった訴えが多いのですが、
今では、環境に関係するものが多く、期間
も金額も大きくなりましたし、薬害・公害
の裁判は時効がないので、弁護士側の作戦
が良いのか、1人が始めると次々と訴えら
れるケースもあり要注意です。
また、ヘゼルバ・レガウと言って、所有

する土地の 20% を環境保持のために、自
然のままに保全する義務が急に厳しくなっ
てきました。元々あった法律ですが、事実
上守られていなかったものを、昨今の「地
球の環境を守る」世界的な流れを背景に、
厳しい罰金を科して大騒ぎになり、一旦
2009 年 12 月まで実施を保留するという
事態になっています。
これ以外にも、所有地に川がある場合は

25mの幅で植林し、これを使ってはなり
ません。自分の牛すらその地の水は飲めず、

必要ならば、別に水を引く必要があります。
せっかく持っているユーカリの林も使えな
い部分が出ますし、全体の 20％が何も使
えない土地になると、収入減に直結し、コ
スト増大につながります。これがアマゾン
川付近では 80％使用不可だそうで、試算
ではブラジル国土の約 7割が該当するとも
報道されています。

製糸のこれから
中国は昨年 16% の繭減産に続き、この

春繭も 30% ほどの減産が大きく報道され
ています。「繭代低迷による養蚕農家の意
欲減。」「霜害等の自然減。」とブラジルと
同じような理由がならんでいるのがちょっ
と不思議な気がします。嘉興の生糸相場も
4月後半には５Aと３Aの価格が一時逆転
する局面が数日あり、それ以降、顕著な値
上がりを示していますが、これが本物かど
うかはまだ分かりません。ただ、ブラジル
から見ると、中国の輸出生糸の 60% 強を
買い入れるインドが、まだ購買意欲が衰え
ていないように思われます。欧州も昨年後
半からの落ち込みがひどかった分、各社在
庫はカラカラだそうですので、反転の日は
近いと思えてなりません。
ブラジルでは長い間、養蚕農家の廃業を

毎年新植農家を造ってはこれを凌いできま
した。ブラジルは南半球で、日本と気候が
反対ですのでこれからが冬ですが、この期
間に、新しい農家を増やす努力をしなけれ
ばなりません。しかし、現実には繭代が上
がらない限り、今から増える気配はごくわ
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ずかしかありません。製糸は、生糸生産量
の縮小はコスト増に直結しますので、繭が
減るのをいたずらに指を加えて見ているわ
けにも行きません。日本と違って政府が介
入するような農産物ではないので、何をす
るにもあくまでも自助努力となります。繭
代は、この 2年、すでに背伸びして払って
いますので、増産出来なくても減産しない
という知恵を出す必要があると思い、模索
しています。

終りに
たまたま、私は近々、フランスに出張し

ます。これはお客様でシルク・ブランド品
を作っている会社の 80 周年記念行事に招
待されたもので同社の新工場の落成披露も
兼ねています。1 週 35 時間労働。1 年 1
回 30 日間連続のバカンス休暇。ユーロ圏
で、かつ世界でも指折りの高給（日本より
高い）。これほど労働生産性も低いフラン
スで、なぜ新築してまでシルク機業を続け
るのか。これは彼らが採算が取れ、厳しい
状況の中でも、今後も絹業が続くと確信し
ているからだと思います。彼らの元気を目
の当たりにし、勇気をもらって 2009 年の
後半戦を乗り切りたいと思っています。

ブラジルの州別製糸別繭生産数量
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ブラジルの州別繭生産量

ブラジルの製糸工場別繭生産量
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トピックス
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国内産地情報
絹織物産地の概況（5月）

市況は日を追って低調となり織物生産は減産が続いている
＜原糸＞
中国の春繭生産が大幅に減少することが確定し、原料価格の値上がりが見られるが、昨年

の金融危機の影響からの輸出の減少でバランスがとれている。国内の和装業界は冷え込んだ
ままであり、原料手当ては現物当用買いが続いている。

＜白生地＞
・丹後の縮緬生産は、前年比 71％となり、小売りの販売低迷で大幅減産が続いており、工場
の廃業、縮小の進行が懸念される。

・長浜の生産量は、前年比 81％と集散地の新規染出しが鈍く、まとまった注文が入らず前年
を大幅に下回る生産反数である。

・五泉の生産は、前年比 20％の大幅な減産であった。
・福島は、和装、スカーフともに低調で今年度に入り益々受注量が減少している。
・福井は、受注品の注文の減少で休機、操短で大幅に減産している。
・岐阜は、織物生産は多品種、少量生産であるが減産が続いている。売行きは  多品種の在庫
をもって注文即納品という取り組みである。

・群馬・埼玉は、織物生産は減産する中であっても、全く操業を停止する訳にいかず、多少
の見込み生産を続けている。流通問屋からの注文が減少。

＜先染織物＞
・西陣の帯は、大手産地問屋の催事があったが、新型インフルエンザの影響もあって客数は
例年より少なく相対的に苦戦であった。

・山梨は、ネクタイは一部を除き動きは殆どなかった。服地も大半で動きが鈍かった。
・博多は、紋系において八寸名古屋帯が前年比 200％と大幅に増えたが平地八寸は大幅な落
ち込みとなった。

・十日町は、先月と比べて付下げ同、留袖はかなり減少し逆転している。
・米沢は、呉服は不需要期で生産調整。服地は内地物がシーズン物の生産を開始したが売行
き不透明。

・西陣のネクタイはロードサイドブランドの先行き発注があったが、例年の約半分であり予
想を下回った。一般品の発注は大幅に遅れている。
＊（社）日本生糸問屋協会月報 21.6.15 第 722 号による。
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海外シルク情報
中国

最近の中国乾繭及び生糸相場価格の現状と見通し
中国のシルク業界がインターネットで伝えてきている最近の諸情勢からみた乾繭と生糸の

相場価格の現状と今後の見通しについて紹介します。
中国繭絲綢交易市場の発表によれば、本年第 1・四半期に至って、繭と生糸の価格は、以

前比べ回復基調にあり、その中でも乾繭価格の上昇幅の方が生糸の場合より大きいものにな
っている。
本年 3月 31日現在における取引所の乾繭現物価格は、51,400 元／トン（51.4 元／ｋｇ）

であり、昨年末に比較してトン当たりの上げ幅は12.45％となっている。同時期の生糸価格は、
165,900 元／トン（2,489 円／ｋｇ）で昨年末に比較してトン当たり 4.14％上昇した。
これら第 1・四半期末の繭・生糸価格は、各種の上昇・下降要因が織り込まれて形成され

ている。
上昇要因としては、次の 3つのものが挙げられている。
１． 昨年（2008 年）の繭生産は、前年比 16%減少し、近年としては大幅な減産であり、現在、
供給不足な市場環境にあること。
２． 政府としてシルク製品の輸出増値税の還付率を引き上げており、シルク製品の輸出環
境に好転が見込まれること。
３．中国国内の経済環境がマクロ的にみて好調が見込まれること。
　一方、下降要因としては、次の 2つが挙げられている。
１． 生糸備蓄制度の買い替えが実施されても、市場に一定の在庫圧力があること。
２． 輸出環境は依然厳しい状況下にあり、主要国からのオーダーは、明らかに減少が見込
まれること。
中国シルク業界（シルク輸出組合）の見解としては、これらの諸要因を分析し、シルクの

原料段階では供給不足が主導的となり、当面、価格は上昇傾向に推移し、この後、4月下旬
の春繭の出廻りが進むにつれて供給が少しづつ緩和し、価格は落ち着いたものになると見て
いる。
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中国生糸検査規則、準備を経て円滑実施へ
中国は、生糸の新国家基準（検査規則）を 5年振りに改正し、本年 6月 1日より実施・適

用することになった。
これの正式実施に先立ち、この生糸検査の作成及び業界指導機関である中国シルク標準化

委員会は、4月から 5月にかけて主要シルク産地（杭州、南寧、南京、成都）にて、関係シ
ルク生産企業、検査機関及び貿易関係者を対象に改正内容の周知・徹底を図るための研修会
を開催し、新検査への円滑な移行に備えた。
この新検査規則の主な改正点は、次のとおりである。
①従来、強制検査であったが、新検査の受検は任意制となった。（国内での検査は任意と
なるが、輸出に関しては従来通り受検は必須。）
②格付（等級）範囲を６Ａ～Ａとし、Ｂ、Ｃ格を削除した。
③検査項目：主要検査（繊度偏差、繊度最大偏差、糸むら二類、大中節、小節）と補助検
査（糸むら類、再繰切断、強力、伸度、抱合）は従来と同様とし、委託検査（糸むら三類、
ラウジネス等）に新たに練減（セリシン含有量）検査を加えた。
④格付限度水準の引上げ：ア繊度偏差と繊度最大偏差、イ糸むら二類と糸むら三類、ウ再
繰切断、エ強力と伸度、オ抱合における各検査項目の格付限度点の水準を引き上げた。（実
質、日本の検査基準に近付くことになった。）
⑤小節検査：検査パネル中 80点以下のパネルがあれば、最高格の 6Ａに格付けしないこ
ととした。
⑥生糸外観検査におけるかせ重量を欠点ごとに調整することとした。
⑦生糸包装：ビニール包装を新たに認めることとした。

＊（社）日本生糸問屋協会月報 21.5.15 第 721 号及び 21.6.1 5 第 722   号による。
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シルク豆辞典

　

表意文字の漢字は、古代情報の化石と言わ

れるように、文字の作られた時代の情報を今に

伝えてくれます。しかし、文字は文字であって

一つの点です。そこへいくと、詩は文章として

事象の底流やその背景を語ってくれます。ここ

ではそうした詩の伝える情報も含め蚕糸に関わ

る故事や諺に注目してみたいと思います。

１．桑麻の交わり
気楽な交わり、田園に閑居する人の交流、

政治経済に関わりない交わり。
「帰りなん、いざ　田園まさに蕪

ぶ

せん
とす」の名句で知られる陶

とうえんめい

淵明（365 －
427）は中国潯陽紫桑（今の江西省九江県）
の人で、家が没落したので意に沿わない官
吏生活を何度か送るのでした。やがてそれ
にも耐えられず、故郷にもどり田園の中で
詩を作り、静かな自適の生活をおくり「田
園詩人」、「隠逸詩人」などと言われていま
す（中国名詩選、岩波文庫）。陶淵明 42歳
ごろの作品といわれる「帰園田居（えんで
んのきょにかえる）」３首のなかに、現在
でも多くの人々に詠われる「桑麻の交わり」
の詩があります。長いので関わりのあると

ころだけをひきますと、

狗は吠ゆ深巷の中　鶏は鳴く桑樹の顚
いただき

。

戸庭に塵雑なく虚室に余間あり。野外

人事罕
まれ

にして　窮
きゅうこう

巷輪
りんおう

鞅寡
すく

なし。

時に復
また

墟
きょきょく

曲の中 草を披いて共に来往す 

相見て雑言なく但だ道
い

う　桑麻は長
のび

たり

と。桑麻は日々に已に長び　我が土は

日々に已に広し。常に恐る霜霰の至って

零落して草莽に同じからんことを

田舎生活は素朴で静かでのどかです。奥
の路地裏で犬が吠え、桑樹の梢で鶏が鳴い
ています。庭も部屋も余分な物は何もなく
さっぱり広々しています。仕官の口や営利
を求めやかましい音を立ててやってくる車
も来ません。偶には村人と草を押し分けて
の行きずりに顔を合わせる事もあります
が、雑言なくただ「桑も麻もよく伸びたね」
と言葉を交わすだけです。いま私の恐れる
のは、霜や霰

あられ

に襲われて折角育った作物が
やられはしないかと心配するだけです。と
田園詩人はうたっています。そうした淵明
の心境を古人は「桑麻の交わり」の一言に

シルクの豆辞典（22）
故　事  ・  農　諺　（２）

―　桑麻の交わり　―

信州大学
名誉教授　嶋崎　昭典
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濃縮しています（図）。
それを受けて松瀬青青（1869 － 1937）は

稲妻や　桑麻の里の　浴
ゆあ

み時

と詠っています。

２．吐糸人
 人のため、世のために尽くす人

中国の恋愛詩は晩唐の詩人李商隠
（812 ？－ 858）にその極致をみるといい
ます。李商隠には「無題」と題する詩が
16 首ほどありますが、そのほとんどが恋
のうたです。中でも有名なのがカイコに関
わる七言律詩の「無題」、

相見る時は難く別るるも亦た難し　東風

力なく百花残
くず

る。春蚕死に到って糸方
まさ

に尽き　蝋
ろうきょ

炬灰と成って涙始めて乾く。

暁
ぎょうきょう

鏡に但
ただ

愁う雲
うんぴん

鬢の改まるを、夜吟応
まさ

に覚ゆる月光の寒さ。蓬山此れより去る

こと多路無し　青鳥よ慇懃為に探り看よ

漸く会えた嬉しさにも増す別れの辛さ、
春は早くも過ぎ美しかった花々はその残骸
を散らし、春のカイコが繭を作る時期にな
りました。春蚕は人々のために糸を吐きき
って死に、蝋燭は涙を流しつつ己のが身を
焼いて明かりを灯し、灯しきって涙は初め
て乾くといいます。私も同じで貴方のため
に身を尽くしきる気持ちは死ぬまで変わり
ません。あなたも私と同じ思いに身をやつ
し月の光の寒い中、私の詩を口ずさんでく
れているだろうか。恋の仲立ちをしてくれ
ると言う青い鳥よ、どうか彼女に私の思い
を伝えて欲しい。と詠っています。さすが
李白の大李に対して小李といわれた恋愛詩
人李商隠の詩で迫力があります。
中国の新聞「人民日報」に「吐糸人」と

いう欄があります。それは大衆のために身
を尽くして奉仕活動をした人の紹介欄でし
た。

３．桑蓬之志
桑
そうほうのこころざし

蓬之志は桑
そ う こ ほ う し

弧蓬矢ともいわれ、男子
が志をたてること。また天下に雄飛する志
の事をいいます。
昔は男子が生まれると六組の桑木の弓と 

蓬（やなぎよもぎ）の矢をつくり天地四方
に射ち、子の天下に雄飛するを願い祝った

図　陶渕明詩「桑麻長びたり」（譚以文書）
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故事によるといいます。出典は『礼記』中
内則第十二の次の文章（意訳）、
「男子が生まれれば、弧

ゆみ

を門の左に掲げ、
女子だと帨

ぜい

（おてふき）を門の右に掲げま

す。3日目に子を負う儀式があり、男子の
場合は負うた人に弓を射てもらいます。女
子はしません。国君の世継ぎが生まれたと
きは、すぐに君に知らせ、君は宮廷の料理
長のつくった料理をもって子に接見しま
す。３日目は、占いで「吉」として選ばれ
た士が一夜潔斎し、朝服を着て朝廷にあが
り寝門の外で子を受けて背負い、六つの桑
の弓と蓬の矢で天地四方を射ります。終わ
った後は保母がその子を負います」による
とのことです。
天と地の本体を繋ぐ霊樹といわれる桑樹

の神木の弓で、香りが強く菖蒲などととも
に邪気を払うといわれる蓬の矢で天地四方

を射り、子供の健やかな成長を祈り、併せ
て大志を抱き天下に雄飛する子の将来を願
う儀式が桑蓬之志の語源とのことです。
『平家物語』巻三には中宮の皇子出産の
ところに、

小松殿、中宮の御方にまいらせ給いて、

金銭九九文、皇子のお枕におき、天を持

って父とし，地を持って母とさだめ給へ。

お命は方士東方朔が齢をたもち、お心に

は天照大神入りかわらせ給へとて、桑の

弓、蓬の矢にて、天地四方を射させ給える

があります。そうした昔の儀式にまた桑
樹霊木（豆辞典 17）信仰の一端を見る思
いがします。



シルクレポート  2009.736

イベント情報

����� ����������� ���� ��������

������������ ����������������������� �������������� �����������
�������������������� ���������������������� ������������������� ������������������

�������������� ��������������������� ���������
����������������������� ������������ ��������������
����������������������� ����������������
���������������������� ����������������
���������������������� ����������������������������
���������������������� �����
����������������������
�����
����������������������������
����������������������
�������������������������
�������������������

����������� ���� ������������� �����������
�������������� ������������� ���������������������������������������
������������������������������� ���������

����������� ������������ �������������
������������������ ��������������������
�������������������� �������������� ���������������
�������������������� ����������������� �������
������������� �����������������
������������ ������������ ����������������

������������������������
���������� ����
�������������������
����������������������������� ���������������

����������������
����������������

������������������������������� ����
�����������������������������
��������������

���������� ��������������������� ������������� ��������������
����������������������� ������������������� ����������������

������������������ �����������������������
������������ ��������������
���������������������� �������������������

������� ����������������������� �������������� �����������
��������� ���������������������� ��������������������� ����������������
����������� ���������������������� ��������������� ���������
�������������������������������������������� ��������������
��������� ���������������������� ���������� ����������������

���������������������� ����������������
���������������������� ����������������������������
���������������������� �����
���

����������������������������
����������������������
�������������������������
�����������������



シルクレポート  2009.7 37

����� ����������� ���� ��������

������������������� ������������������������� �������������� ��
�������������������� ������������������������ �������������������� ������������
������������� ���������������������� �����������������

��������� ������������������
����������������������� ����������������

����������������
������������������������ ���������������
��������������������������� ��������������
������������������������ ������������
��������������������� ���������������
������������������ ���������
���������������������� ����
���������������������������������� ���������������
��������������������������� ���������������
��������� �
�����������������
�������������������������� ��������
��� ����������������
��������������������� ����������������
����������������� �������

����������������������������
��������������������������
�����������������������
���������������������������
�������
�����������������������
���������
���������������������������
�������
��������������������
��������������������������
����������������������
���������������������
�����������������������

������������ ���������������������� ������������� ������������
�������������������� ��������������������� ������������������� �������������������
����������������������������������� ������������
������������������������������������������ ������������

�������������
�� �������������
�������������� ������������������������
������������������

����

���������� ��������������������� ������������������ �����������
�������� �������������������� ��������� �����������

���������������������� ����
�������������������� ������������ ����������������
�������������������� ������������������
�������������������� ������������ ��������������
����� ������������������ ������������
��������������������� ����������� �������������
��� ������������� ������

���������
�������������� ������������������
���������������������������� �������������
������� ��������������������
���������������
��������������
������������
����������

������������ ����������������������� ����������������� ���������������
������������� ���������������������� ���������������� ��������������

���������������������� �������
���������������������
��������������������� ���������������
����� �������
��������������������� �������������������
���������������������� �����������������������������
������� ��������������������
������� ��������������������



シルクレポート  2009.738

登録コーディネーター一覧
蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業コーディネーター登録者一覧（五十音順）　　　　平成 21 年 5月 16 日現在

（注）標記名簿は公表を了承された方のみ掲載しております。

登録番号 氏　　名 所属・役職名
２０－０６７ 秋 山　 眞 和 綾の手紬染織工房主宰
２０－０５２ 旭 　     利 彦 ロード・ニジュウイチ株式会社
２０－０１３ 阿 部 　  末 男 岩手県養蚕活性化推進協議会代表
２１－００３ 天 野 　  三 吉 富士吉田織物協同組合開発部長
２０－００６ 石 田　 克 己 二十一世紀の絹を考える会世話人代表
２０－０１９ 伊 藤　 公 一 株式会社伊と幸代表取締役社長
１９－０１４ 今 村　 幸 文 碓氷製糸農業協同組合製造部長
２０－０５９ 宇 野　 浩 嗣 京丹後市商工観光部丹後の魅力綜合振興課主任
２０－０４１ 梅 田　 幸 平 有限会社幸和代表取締役
１９－０１０ 遠 田　 寿 之 松岡株式会社監査役
２０－０４８ 大　 野　　  章　　 勝山織物株式会社
２０－０４２ 大 嶋　 啓 子 株式会社 AWA－ S取締役
２０－０６３ 大 竹　 史 朗 有限会社大竹商店代表取締役
２１－００１ 岡 田　 心 平 株式会社あきやま常務取締役
２１－００７ 小 倉　 進 吾 株式会社小倉商店
２０－０４４ 小此木　　 エツ子 多摩シルクライフ２１研究会代表
２１－００５ 小山田 　 　勉 株式会社オヤマダ代表取締役社長
２０－０３７ 角　 谷　　  美和子 ハクビ京都きもの学院学院長
１９－００５ 筧 　    文 平 全国農業協同組合連合会副審査役
２１－００４ 柏 木　 幹 弘 有限会社カシワギ代表取締役社長
２０－０３５ 片 山　 政 明 山形県養蚕産地推進員
２０－０４９ 勝 山　 健 史 勝山織物株式会社専務取締役
２０－０６４ 加 藤　 洋 次 株式会社加藤技術士事務所所長
１９－０２１ 門 倉　 重 行 門倉メリヤス株式会社代表取締役
２０－０３０ 金 井　 史 郎 東北撚糸株式会社代表取締役社長
２０－０２５ 亀 井　 修 一 株式会社伊と幸営業部
１９－０２２ 川 瀬　 久 弥 樋口株式会社工場長
２０－０２０ 北　 川　　  幸 株式会社伊と幸取締役社長室長
２０－０３２ 北　 丸　　  豊 豊栄繊維株式会社代表取締役社長
１９－０１９ 木　 下　　  幸太郎 株式会社マルシバ代表取締役社長
２０－００９ 草 間　 健 一 株式会社草間商会代表取締役
２０－０６６ 黒 田　 秀 樹 株式会社伊と幸和装部次長
１９－０１３ 小板橋　　  広　 行 碓氷製糸農業協同組合参事
２０－０６１ 小 口　 和 興 株式会社帛撰代表取締役
２１－００２ 小 林　 嘉 朗 有限会社コバヤシ代表取締役
２０－００２ 薦 田　 智 昌 ロード・ニジュウイチ株式会社代表取締役
２０－０１２ 昆 野　 和 夫 前いわい東農業協同組合養蚕農家指導担当
２０－０４５ 境    　 京 子 多摩シルクライフ２１研究会
２０－０７４ 佐々木　　  祥　 一 株式会社川島織物セルコン
２０－００１ 笹 口　 晴 美 有限会社ミラノリブ代表取締役
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蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業コーディネーター登録者一覧（五十音順）　　　　平成 21 年 5月 16 日現在

登録番号 氏　　名 所属・役職名
１９－０１２ 佐 藤　 信 行 松岡株式会社常務取締役
２０－００４ 佐 藤　 幸 香「香染」工房主宰
１９－０１１ 渋 谷　 健 治 松岡株式会社シルク事業部課長
１９－００１ 島 田   俊 弘 中央蚕糸協会顧問
１９－００６ 清 水　 重 人（財）大日本蚕糸会蚕糸科学研究所上席研究員
２０－０４０ 清 水　 武 彦（有）シンセイ（信州繭ブランド織物振興会会長）
１９－００８ 代 田　 丈 志（財）大日本蚕糸会蚕業技術研究所上席研究員
２０－０１８ 都　 木　  　裕一郎 ニッケン通商株式会社生糸販売担当責任者
１９－０１７ 高 橋　 耕 一 株式会社宮坂製糸所専務取締役
２０－０７５ 高 橋　 弘 直 大門屋店主
２０－０７１ 竹 下　 和 利 有限会社寿光織本舗取締役社長
２０－０７６ 田　 中　　   隆　　 田中種株式会社代表取締役
２０－０６５ 田 中　 裕 司 株式会社布四季庵ヨネオリ代表取締役
１９－００７ 田 中　 幸 夫（財）大日本蚕糸会蚕業技術研究所上席研究員
２０－０１４ 俵　  　　　  武　司 株式会社千總友仙工場代表取締役
２０－００５ 土 井　 芳 文 絹小沢株式会社業務推進役
１９－００４ 道 鎮　 孝 雄（社）日本絹業協会事業部長
２１－００８ 道　 明　       三保子 文化女子大学文化ファッション研究機構客員研究員
２０－０７７ 堂　 本　　   正 田中種株式会社営業部長
２０－０５３ 内 藤　 吉 雄 元艶金興業株式会社
２０－０５８ 永 岩　 則 子 長崎絹業探究所所長
１９－００３ 中 尾　 敏 明（社）日本生糸問屋協会専務理事
２０－０６０ 中 尾　 浩 祥 株式会社丸万中尾取締役
２１－００６ 中　 澤　　   豊 株式会社山桜代表取締役社長
２０－０７２ 中 島　 洋 一 玉川大学非常勤講師
２０－０５７ 中　 野　   　豊 長崎絹業探究所製作担当
２０－０３１ 中　 谷　  　比佐子 株式会社秋櫻舎代表取締役社長
２０－０１６ 西 尾　 仁 志 有限会社西尾呉服店代表取締役
２０－００３ 西 澤　 厚 男 中央蚕糸協会専務理事
１９－００２ 西　   　　　文　 秀（社）日本絹業協会専務理事
２０－０２４ 野 中　 康 雄 株式会社伊と幸和装部次長
１９－０１５ 萩 原　 和 憲 碓氷製糸農業協同組合総務主任
１９－０１８ 服 部　 芳 和 有限会社織道楽塩野屋代表
２０－０５６ 林    　 太 一 昭和撚糸工業株式会社
２０－０３８ 原 田　 晶 三 アンファンテリブル代表
２０－０１５ 原 田　 尹 文 有限会社ハラダ代表取締役
２０－０２７ 東　　　　   宣　 江 群馬県蚕糸館主宰
２０－００８ 兵 頭　 眞 通 愛媛蚕種株式会社代表取締役
２０－００７ 深 田　 祥 二 株式会社深田商店専務取締役
２０－０３９ 福　 田　　   隆 株式会社龍工房代表取締役
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蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業コーディネーター登録者一覧（五十音順）　　　　平成 21 年 5月 16 日現在

登録番号 氏　　名 所属・役職名
２０－０５０ 福 地　 圭 一 丸八生糸株式会社

１９－０２３ 福 永　 吉 穂 江一株式会社原糸事業部長

２０－０４６ 藤 井　 浩 一 藤井絞株式会社取締役部長

２０－０６９ 藤　 井　　  美登利 川越むかし工房代表　

２０－０１１ 星 野　 伸 男 新増澤工業株式会社代表取締役

２０－０５５ 堀 内　 新 也 農業、地域（繭）マイスター

２０－０５１ 舞 鶴　 一 雄 株式会社西陣まいづる代表取締役社長

２０－０５４ 前 田　 勝 臣 株式会社日本クリエイティブセンター代表取締役

２０－０１０ 前　 田　  　進 有限会社スリーエスプランニング代表取締役

２０－０４７ 松　 井　  　慎一郎 加賀グンゼ株式会社代表取締役

２０－０２８ 松 澤　 清 典 松澤製糸所

２０－０３３ 松 本　 信 孝 有限会社ハック代表取締役

１９－０１６ 宮 坂　 照 彦 株式会社宮坂製糸所代表取締役

２０－０２６ 宮　 沢　  　巳起代 有限会社塩野屋東京事務所スタッフ

２０－０２２ 宮　   　　　忠　 光 株式会社伊と幸取締役副部長

２０－０２１ 本 橋　 伸 夫 株式会社伊と幸取締役営業本部長

２０－０７０ 藪 内　 猛 之 株式会社ヤブウチ代表取締役

２０－０７８ 藪 垣　 茂 仁 田中種株式会社仕入担当

２０－０６８ 山 口　 治 之 丹波生糸株式会社代表取締役

２０－０１７ 山 根　 敏 男 松村株式会社繊維原料部部門長

２０－０６２ 吉　 川　  　幸四郎 有限会社吉川商事代表取締役

２０－０７３ 渡 辺　 健 次 渡文株式会社代表取締役専務

２０－０２９ 渡 邊　 英 夫 橋本レース株式会社
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純国産絹マーク使用許諾者一覧　　　 平成 21 年 5月 22 日現在

№   企　 業　 名 同 左 代 表 者 名

1 株式会社千總  代表取締役 西村　總左衛門

2 株式会社織匠田歌  代表取締役 曽根　武勇

3 有限会社ミラノリブ  代表取締役 笹口　晴美

4 株式会社丸上  代表取締役社長 上達　征次

5 株式会社坂本屋  代表取締役 飯塚　久二

6 有限会社平原  代表取締役 平原　隆志

7 株式会社信盛堂  代表取締役 神部　健一

8 株式会社きものアイ  代表取締役 吉澤　政敏

9 株式会社上庵  代表取締役 川内　俊秀

10 有限会社樹  代表取締役 須藤　勲

11 株式会社銀座もとじ  代表取締役 泉二　弘明

12 河瀬満織物株式会社  代表取締役社長 河瀬　仁志

13 有限会社織匠小平  代表取締役社長 小平　真滋郎

14 門倉メリヤス株式会社  代表取締役 門倉　重行

15 株式会社結華  代表取締役 橋本　順一

16 有限会社絹回廊  代表取締役 糸井　敬之

17 有限会社琴路屋  代表取締役 北山　充伯

18 有限会社大善屋呉服店  代表取締役 畑　恒夫

19 丸善本店  櫛田　幸造

20 呉服のささき  佐々木　孝一

21 日本蚕糸絹業開発協同組合（絹小沢株式会社） 代表理事 小林　幸夫

22 宮階織物株式会社  代表取締役社長 宮階　有二

23 ２１世紀の絹を考える会  代表世話人 石田　克己

24 碓氷製糸農業協同組合  代表理事組合長 髙村　育也

25 丸幸織物有限会社  代表取締役 谷口　惣一郎

26 織匠　万勝  前田　章

27 有限会社織道楽塩野屋  代表取締役 服部　芳和

28 株式会社丸万中尾  代表取締役社長 中尾　禧夫

29 株式会社むらかね  代表取締役 村井　謙一

30 株式会社高島屋  代表取締役 鈴木　弘治
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№   企 　業 名    同 左 代 表 者 名

31 株式会社さが美  代表取締役社長 小野山　晴夫

32 有限会社まるけい  代表取締役 高井　友樹

33 有限会社特選呉服専門店後藤  代表取締役 後藤　義昭

34 株式会社小いけ  代表取締役 小池　泰弘

35 株式会社伊と幸  代表取締役社長 伊藤　公一

36 株式会社四季のきものおおにし  代表取締役 大西　嘉夫

37 株式会社和幸  代表取締役 高澤　みゆき

38 株式会社桝屋高尾  代表取締役 高尾　弘

39 株式会社つるや  代表取締役 金子　憲二

40 株式会社越後屋  代表取締役 越永　高士

41 株式会社小倉商店  代表取締役 小倉　敏行

42 柳染織工房   柳　　崇

43 染織家  児玉　京子

44 草木染工房山村  山村　多栄子

45 手織り　よおん   長嶺　亨子

46 祝嶺染織研究所  祝嶺　恭子

47 株式会社龍工房  代表取締役 福田　隆

48 からん工房  深石　美穂

49 たわた工房  多和田　淑子

50 山音株式会社  代表取締役社長 山田　純司

51 やまと株式会社  代表取締役 村田　市太郎

52 株式会社御薗織物  代表取締役 加藤　賢一

53 桜井株式会社  代表取締役 桜井　実

54 有栖川織物有限会社  代表取締役 澤井　正弘

55 太田和株式会社  代表取締役 太田　馨

56 株式会社岩田  代表取締役 村田　知之

57 有限会社神原呉服店  代表取締役 神原　和久

58 浅山織物株式会社  代表取締役 浅山　寿栄男

59 株式会社やまと  取締役社長 矢嶋　孝敏

60 田中種株式会社  代表取締役社長 田中　隆

61 株式会社京扇  代表取締役 鈴木　康裕

62 株式会社なごみや  代表取締役 松本　成央

63 丸池藤井株式会社  代表取締役 藤井　博夫

64 久保商事株式会社  代表取締役 久保　善昭

65 加賀グンゼ株式会社  代表取締役 松井　慎一郎

66 千切屋株式会社  代表取締役 熊谷　喜治
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蚕糸関係博物館一覧
名　　　　　　　称 〒 住　　　　　所 電　話

蚕糸・織物関連の展示を目的としている施設
ひころの里「シルク館」 986-0782 宮城県本吉郡南三陸町入谷字桜沢 442 0226-46-4310
米沢織物歴史資料館 992-0039 山形県米沢市門東町 1丁目 1－ 87 0238-23-1325
かわまたおりもの展示館 960-1406 福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字東 13 －１ 024-565-4889
群馬県立日本絹の里 370-3511 群馬県高崎市金古町 888 番地の 1 027-360-6300
前橋市蚕糸記念館 371-0036 群馬県前橋市敷島町 262 番地（敷島公園バラ園内） 027-231-9875
織物参考館 “紫”（ゆかり） 376-0034 群馬県桐生市東 4丁目 2番 24 号 0277-45-3111
片倉シルク記念館 360-0815 埼玉県熊谷市本石 2丁目 135 番地 048-522-4316
きもの芸術館（（財）日本きもの文化協会） 150-0002 東京都渋谷区渋谷 1-6-8 清水学園ビル 6F ～ 8F 03-3400-0286
東京農工大学科学博物館 184-8588 東京都小金井市中町 2-24-16 042-388-7163
文化学園服飾博物館 151-8529 東京都渋谷区代々木 3-22-7 03-3299-2387
絹の道資料館 192-0375 東京都八王子市鑓水 989-2 0426-76-4064
シルク博物館 231-0023 神奈川県横浜市中区山下町１番地シルクセンター内 045-641-0841
絹糸紡績資料館 386-0498 長野県上田市上丸子 1078 シナノケンシ（株）内 0268-41-1800
岡谷蚕糸博物館 394-0028 長野県岡谷市本町 4丁目 1番 39 号 0266-22-5854
浦野染織資料博物館 393-0066 長野県諏訪郡下諏訪町曙町 5350 0266-27-8503
常田館（絹の資料館） 386-0018 長野県上田市常田 1-10-3 笠原工業（株）内 0268-22-1230
駒ヶ根シルクミュージアム 399-4321 長野県駒ヶ根市東伊那 482 番地 0265-82-8381
キナーレきもの歴史館 948-0003 新潟県十日町市本町 6十日町ステージ越後妻有交流館内 0257-52-0117
まゆの資料館 410-3612 静岡県賀茂郡松崎町宮内 263-2 0558-42-3912
川島織物セルコン、織物文化館 601-1123 京都府京都市左京区静市市原町 265 075-741-4120
西陣織会館 602-8216 京都府京都市上京区堀川通り今出川南入 075-451-9231
織成館 602-8482 京都府京都市上京区浄福寺通上立売上る大黒町 693 番地 075-431-0020
グンゼ博物苑 623-0011 京都府綾部市青野町　グンゼ（株）周辺敷地内 0773-43-1050
上垣守国養蚕記念館 667-0311 兵庫県養父市大屋町大家市場 117 0796-69-1580
西予市野村シルク博物館 797-1212 愛媛県西予市野村町野村 8号 177 番地１ 0894-72-3710
蚕糸資料館 781-1301 高知県高岡郡越知町甲 1577 番地 0889-26-1002
展示の一部に蚕糸・織物関連がある施設
三重中央農協郷土資料館 515-2504 三重県津市一志町高野 1204-1 059-293-0010
佐野市郷土博物館 327-0003 栃木県佐野市大橋町 2047 0283-22-5111
大間々町歴史民族館 376-0101 群馬県みどり市大間々町大間々 1030 0277-73-4123
羽村市郷土博物館 205-0012 東京都羽村市羽 741 042-558-2561
豊富郷土資料館 400-1513 山梨県中央市大鳥居 1619-1 055-269-3399
日本司法博物館（松本歴史の里） 390-0852 長野県松本市島立小柴 2196-1 0263-47-4515
長野県立歴史館 387-0007 長野県千曲市大字屋代字清水、科野の里歴史公園内 026-274-2000
須坂市立博物館 382-0028 長野県須坂市臥竜 2丁目 4番 1号臥竜公園内 026-245-0407
上田市丸子郷土博物館 386-0413 長野県上田市東内 2564-1 0268-42-2158
海野宿歴史民俗資料館 389-0518 長野県東御市本海野 1098 0268-64-1000
十日町市博物館 948-0072 新潟県十日町市西本町 1 0257-57-5531
美濃加茂市民ミュージアム 505-0004 岐阜県美濃加茂市蜂屋町上蜂屋 3299-1 0574-28-1110
その他関連施設
原始布・古代織参考館 992-0039 山形県米沢市門東町 1丁目 1－ 16 0238-22-8141
夕鶴の里資料館 992-0474 山形県南陽市漆山 2025-2 0238-47-5800
松ヶ丘開墾記念館 997-0152 山形県鶴岡市羽黒町松ヶ丘 29 0235-62-3985
結城紬関連施設（結城市伝統工芸館） 307-0001 茨城県結城市大字結城 3018-1 0296-32-7949
たくみの里木織の家「橡」（つるばみ） 379-1418 群馬県利根郡みなかみ町須川 784 0278-64-1308
調布市郷土博物館 182-0026 東京都調布市小島町 3-26-2 0424-81-7656
相模田名民家資料館 229-1124 神奈川県相模原市田名 4853 番 2（大杉公園隣り） 042-761-7118
安曇野市天蚕センター 399-8301 長野県安曇野市穂高有明 3618-4 0263-83-3835
上田市立博物館 386-0026 長野県上田市二の丸 3番 3号（上田城跡公園内） 0268-22-1274
塩沢つむぎ記念館（織の文化館） 949-6408 新潟県南魚沼市塩沢 1227-1 0257-82-4888
手織りの館 947-0028 新潟県小千谷市城内 1-8-25 0258-83-4800
白山工房（織りの資料館） 920-2501 石川県白山市白峰村ヌ 17 076-259-2859
手おりの里、金剛苑 529-1204 滋賀県愛知郡愛荘町蚊野外 514 0749-37-4131
織元田勇（田勇機業株式会社） 629-3104 京都府京丹後市網野町浅茂川 112 0772-72-0307
まゆ村 616-8384 京都府京都市右京区嵯峨天龍寺造路町 075-882-0564
シルク染め織り館 699-5216 島根県鹿足郡津和野町池村 1997-4 0856-74-0784
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蚕糸関係団体ホームページ一覧
平成21年 4月 20 日現在

【行　政】
農林水産省 http://www.maff.go.jp
経済産業省 http://www.meti.go.jp/

【蚕糸絹業関係団体】
（財）大日本蚕糸会 http://www.silk.or.jp
（社）日本絹業協会（ｼﾞｬﾊﾟﾝｼﾙｸｾﾝﾀ -） http://www.silk-center.or.jp
（社）日本生糸問屋協会 http://homepage1.nifty.com/nittonkyo/
（財）日本真綿協会 http://www.mawata.or.jp/
丹後織物工業組合 http://www.tanko.or.jp/
西陣織工業組合 http://www.nishijin.or.jp/
ＴＡＦＳ（東京織物卸商業組合） http://www.tafs.or.jp/
ＫＯＭＳ（京都織物卸商業組合） http://www.fashion-kyoto.or.jp/
京都和装産業振興財団 http://www.wasou.or.jp/wasou/index.html

（財）伝統的工芸品産業振興協会 http://www.kougei.or.jp/

【取引所】
東京穀物商品取引所 http://www.tge.or.jp/japanese/index.shtml
関西商品取引所 http://www.kanex.or.jp/

【大学・試験研究機関】
（国）東京大学大学院農学生命科学研究科生産・環境生物学専攻昆虫遺伝研究室
　http://papilio.ab.a.u-tokyo.ac.jp/igb/index-J.html

（国）東京農工大学農学部生物生産学科 http://www.tuat.ac.jp/~aaseisan/
（国）東京農工大学工学部生命工学科 http://www.tuat.ac.jp/~seimei/
（国）京都工芸繊維大学工芸科学部応用生物学課程 http://www.bio.kit.ac.jp/
（国）京都工芸繊維大学 http://www.kit.ac.jp/
（国）信州大学繊維学部 http://www.tex.shinshu-u.ac.jp/
（国）名古屋大学農学部 http://www.agr.nagoya-u.ac.jp
（国）北海道大学応用分子生物学講座 http://www.hokudai.ac.jp/agricu/organization/bunya/l_in_bunshi_seibuts.html
（国）九州大学大学院遺伝育種学講座蚕学研究室 http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/agpm/sangaku/
（国）九州大学大学院遺伝子資源工学専攻 http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/grt/igr/new_lab/index.html
（国）岩手大学農学部生命資源科学コース http://www.news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/department/bio/biofunc/index.html
（国）山口大学農学部生物資源環境科学科　 http://www.agr.yamaguchi-u.ac.jp/bioenvi/research2.html
（独）農業生物資源研究所 http://www.nias.affrc.go.jp
（財）大日本蚕糸会　蚕糸科学研究所 http://www.silk.or.jp/silk_kagaku/index.html
（財）大日本蚕糸会　蚕業技術研究所 http://www.silk.or.jp/silk_gijyutu/index.html
群馬県蚕糸技術センター   （群馬県トップページ＞産業・労働＞試験研究＞蚕糸技術センター）
　 http://www.pref.gunma.jp/cts/PortalServlet?DISPLAY_ID=DIRECT&NEXT_DISPLAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=50545
群馬県繊維工業試験場   （群馬県トップページ＞産業・労働＞試験研究＞繊維工業試験場）
　http://www.pref.gunma.jp/cts/PortalServlet?DISPLAY_ID=DIRECT&NEXT_DISPLAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=59241
京都府織物 ・機械金属振興センター http://www.silk.pref.kyoto.jp/index-sub.html
京都市産業技術研究所繊維技術センター http://www.ktri.city.kyoto.jp/mainpage/sikenjo.html

【博物館】
（財）ｼﾙｸｾﾝﾀｰ国際貿易観光会館　ｼﾙｸ博物館 http://www.silkmuseum.or.jp/
群馬県立日本絹の里 http://www.nippon-kinunosato.or.jp/
東京農工大学科学博物館 http://www.tuat.ac.jp/~museum/index.html
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�
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� � ����������������������������������������������������

��1���� State of Market 
� � 4 ���� 1 ��������������������4 �� 2,443 �������

���5 ���� 2,306 �������������������������

���24 �������������� 2,443 ���������������

������27 ���� 10 ������ 2,306 ��������������

5 ����������������� 2�306 ������������

           
           
           
�2�������� Monthly Prices of Futures Contracts Traded 

������

�� �� �� ��� �� ��� ��

4 �� 2,443 2,443 �1� 2,443 �1� 2,443
5 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
6 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
7 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
8.�� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
9 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306

4 ��

10 �� 2,306 2,306 �27� 2,306 �27� 2,306

�� �� �� ��� �� ��� ��

5 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
6 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
7 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
8.�� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
9 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306

10 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306

5 ��

11 �� 2,306 2,306 �27� 2,306 �27� 2,306

�3���������������� Total Trading Volume and Daily Average Volume 
�����60 �

����� ����

4 �� 251 12
5 �� 215 12
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��� ���� �

4 �� 0 0 0
5 �� 0 0 0

�� ��������� Standard Price of Raw Silk 
������

����� Tokyo Market 
�� High �� Low �� Average 

�� 21 � 4 � 2,440 2,330 2,429
5 � 2,310 2,310 2,310
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区分

2005 2006
対前年比
2006/05

2005 2006
対前年比
2006/05

2005 2006
対前年比
2006/05

山 西 Shanxi 0.82 1.10 135 3,913 5,602 143        196 175 89         

上 海 Shanghai 0.03 - - 408            - - - - -

江 蘇 Jiangsu 9.08 8.98 99 100,539 117,800 117        18,580 20,186 109        

浙 江 Zhejiang 7.04 7.40 105 74,838 85,122 114        20,530 19,051 93         

安 徽 Anhui 4.67 5.47 117 33,900 37,596 111        3,890 4,038 104        

江 西 Jiangxi 1.63 1.90 116 10,577 12,110 114        1,650 1,676 102        

山 東 Shandong 5.00 5.00 100 36,845 39,700 108        6,800 6,253 92         

河 南 Henan 2.20 2.73 124 8,600 13,390 156        300 318 106        

湖 北 Hubei 2.53 2.79 110 13,583 15,706 116        650 536 83         

湖 南 Hunan 0.61 0.69 112 3,663 4,100 112        45 50 111        

広 東 Guangdong 2.53 5.33 211 34,300 68,750 200        1,100 1,138 103        

広 西 Guangxi 9.40 12.00 128 148,460 185,000 125        6,600 8,020 122        

重 慶 Chongqing 7.93 7.93 100 31,000 23,828 77         6,500 6,490 100        

四 川 Sichuan 10.67 10.67 100 77,500 77,800 100        17,510 21,914 125        

貴 州 Guizhou 0.58 0.63 108 1,199 1,254 105        - - -

雲 南 Yunnan 5.27 6.25 119 20,095 31,477 157        1,550 1,335 86         

陝 西 Shaanxi 4.80 5.00 104 20,272 18,498 91         1,775 1,657 93         

甘 粛 Gansu 0.62 0.65 104 537 613 114        - - -

寧 夏 Ningxia 0.28 0.33 120 413 475 115        30 59 197        

新 彊 Xinjiang 0.50 0.73 145 819 895 109        55 - -

内 蒙 古 Inner Mong - - - - - - - 208 -

合 計 Total 76.20 85.57 112 621,461 739,715 119        87,761 93,105 106        

2005 2006
前年比
2006/05

702 710 101

資料：中国絲綢協会資料による

注　：合計はラウンドの関係で一致していない。

Source: China Silk Association

Note: Total may not add up due to round off.

製糸工場数（件）
Number of Filatures

（３）中国省別桑園面積・家蚕繭生産量・生糸生産量・製糸工場数
Mulberry Farm Area, Domesticated Cocoon Production,Raw Silk Production,

桑園面積
Mulberry Farm Area

（10,000ha、％)

家蚕繭生産量
Domesticated Cocoon Production

(トン、％）(MT, %)
省
Province

生糸生産量
Raw silk Production

(トン、％）(MT, %)
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区分 2003年実績 2004年実績 2005年実績 2006年実績
2007年実績 2008年予測

forecast
08/07(%)

生糸 内需 90 106 118 72 84 89

Raw Silk
Domestic
Demand

(1,503) (1,770) (1,971) (1,202) (1,403) (1,486)

輸出 1,057 837 676 782 876 847

Export (17,652) (13,978) (11,289) (13,059) (14,629) (14,145)

計 1,147 943 794 854 960 936

Total (19,155) (15,748) (13,260) (14,262) (16,032) (15,631)

絹撚糸 内需 77 71 92 74 78 88

Twisted
Silk Yarn

Domestic
Demand

(1,286) (1,186) (1,536) (1,236) (1,303) (1,470)

輸出 431 516 454 392 274 276

Export (7,198) (8,617) (7,582) (6,546) (4,576) (4,609)

計 508 587 546 466 352 364

Total (8,484) (9,803) (9,118) (7,782) (5,878) (6,079)

糸類計 内需 167 177 210 146 162 177

Total
Domestic
Demand

(2,789) (2,956) (3,507) (2,438) (2,705) (2,956)

輸出 1,488 1,353 1,130 1,174 1,150 1,123

Export (24,850) (22,595) (18,871) (19,606) (19,205) (18,754)

計① 1,655 1,530 1,340 1,320 1,312 1,300

Total① (27,639) (25,551) (22,378) (22,044) (21,910) (21,710)

副蚕糸
内需

Domestic
Demand

264 123 43 84 72 64 88.9 

Secondary
Silk Yarn

輸出
Export

217 386 295 241 256 253  98.8 

計②
Total②

481 509 338 325 328 317  96.6

②／① 29.1 33.3 25.2 24.6 25.0 24.4 

資料：ブラジル製糸協会

注：俵換算は、合計で一致しない場合がある。
Source: ABRASSEDA
Note: Bale value may not add up.

(７)ブラジル生糸、絹撚糸及び副蚕糸の内需・輸出別販売状況
Domestic Demand and Exports of Raw Silk, Twisted Silk Yarn, and Secondary Silk
Yarn in Brazil

単位：ﾄﾝ, ()内は60kg俵
Unit: ton, Figures in Parenthesis: Bales of 60kg
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